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13．脳血流シンチグラフィで異常所見を認めた福山型

　　筋ジストロフィー症の2例
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　福山型筋ジストロフィー症は骨格筋の変性とともに知

能障害を伴うことを特徴とする先天性筋ジストロフィー

症の一型であるが，脳血流シンチグラフィの報告は少な

い．今回，福山型筋ジストロフィー症に脳血流シンチグ

ラフィを行い検討した．使用した装置は島津製ガンマカ

メラZLC7500，放射性医薬品は，　Tc－99m　HM－PAOで

ある．脳血流検査の結果，2例とも後頭葉，高位前頭葉

に血流低下を認めた．文献的にはMRIでもこの領域の

白質病変が指摘されておリ，本症例に特徴的な所見の可

能性があると思われた．

15．各種脳血管障害に対するAcetazolamide負荷1－123

　　1MP脳血流シンチグラフィの評価
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　Acetazolamide負荷を脳血流シンチグラフィに応用し，

各種脳血管障害における脳循環予備能の評価を行った．

対象はモヤモヤ病3例，AVM　3例，その他の虚血性脳

疾患（脳梗塞，TIA等）3例の合計9例で，それぞれほ

ぼ同時期に負荷前後2回のSPECTを施行して比較検討

した．負荷後のSPECTでは，大脳皮質，深部灰白質と

も虚血領域は健常部に対してより明瞭にコントラスト良

く描出されることが多く，さらに負荷前の検査では不明

瞭であった低血流域や，遠隔効果としてのcrossed

cerebellar　diaschisisが明らかになった症例もあり，

Acetazolamide負荷は脳循環予備能の評価に有用と思わ

れた．

16．虚血性心疾患におけるTc－99m・MIBI心筋SPECT

　　の有用性一Tl・201心筋SPECTとの比較一

14．脳血流定tの補正について

　　一CO2分圧の要因一
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　われわれはKuhlらの提唱した末梢動脈持続採血

IMP－SPECT脳血流定量を行って来た．各種脳疾患119

症例で測定された脳血流値とその時の動脈血中炭酸ガス

分圧（－CO　2）をもとに，相関行列による主成分分析を

行うと，成分2は20％程の寄与率でCO2と思われた．

この影響を最も小さくするのは，CO21mmHg当り

3．5％補正すれば良い事が判った．

　次に，各種脳疾患39例で検査中のCO2変動について

検討した．終末呼気CO2は動脈血中CO2とほとんど

同じである事を利用し，呼気ガスをモニタした．IMP

静注による変動は7例で有意差（P＜O．Ol）が見られた．

全体の平均では0．44mmHg低下した．これは前述の

3．5％補正では1．54％に相当する．標準偏差（6）の2倍

は2．48mmHg（8．6％），最大の偏位は3mmHg（10．5％）

の低下であった．

　対象は虚血性心疾患10例で，Tc・99m－MIBIによる運

動負荷時および安静時検査を行い，T1－201による運動負

荷直後像および遅延像と比較した．MIBI像の画質は短

かい撮像時間にもかかわらず，全例でTlと同程度かや

や鮮明であった．肝への集積のため下後壁が判定不能で

あった例が安静時30分後像に1例みられたが，4時間後

像では支障なく，投与後ある程度時間をおいて撮像する

のが良いようであった．MIBI運動負荷像では全例で梗

塞部または虚血部と思われる欠損が描出され，T1運動

負荷直後像とよく一致した．MIBI安静像ではそれらの

欠損部のうち5例12部位に集積がみられ，Tl遅延像と

おおむねよく一致したが，両者の不一致例が2例みられ

た．
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